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1,は じめに一間題の提起と限定一
現在のわれわれが環境資源から享受していることと同等な便益を,将 来の人々にも得られるよ
うにする必要がある。とりわけ森林はエネルギー資源,生 活資材,化 学物質の原料を人間社会に
持続的に供給 している。その森林資源の利用と再生可能な森林資源の保持を前提に,「伐採するな
ら植林 しろ」ω という社会的通則の検討を考えてみたい。
とくに森林資源はフローにもス トックにもな り,そ の利用の仕方では再生可能資源として機能
する。 しかし資源利用の対策を誤ると,危 険或を超えた資源の利用はその劣化,枯 渇等をも招来
する。そこで ドイツは林業経営における会計処理 として,収穫保続の原理(SustainedYieldPrinciple)
の実践を基調 とし(2),森 林資源の保持に 「恒常在高法」(EisernerBestandMethod)を 適用して
いる。わかりやすく言えば,こ れは百貨店の在庫管理の技法の一つである。仕入財貨と売上財貨
をチェックしつつ常に一定の在庫を確保 し顧客の求めに応 じる会計管理技法である。 しか し木材
としての在庫は,伐 採する人 と植林する人 とは立場を異にするものである。例えば植林するにし
ても樹木の成木までに30年 とか60年,そ れ以上に大きな時間を要 し,そ の間にも枝打ち,葛 切
り,下 草刈 りなど様々な手当てが必要なのだ。
林業経営は伐採と植林の関係を中心に,ま た一方で市場価格の動向を含めて管理 しなければな
らない。森林資源の管理は資本主義のダイナ ミズムには非弾力的である。物量的,貨 幣数量的方
法による自然認識の発達が,近代化における科学の発展にも貢献 してきたが,市場競争原理が人々
の意識に根ざし,個 人主義が人々の意識に浸透 していくと,森 林資源の保持の行動自体も社会的
統合力を失って放置されて行くことも多い。
森林資源の伐採の意図は,歴 史的には古代,中 世それぞれの物量的な要因を,そ して近代の資
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本 主義経 済の衝動に よって貨幣価値的 に多様 な要因 をわれ われ にもた らした。人類に多大 な恩恵
を もた ら して きた森林に焦点 を当て て,西 欧諸国が これま で森林資源 を,い かな る用途に費消 し
てきたかを,私 の研究 ノー トか ら若干の資料 をもとに歴史的に省察 してみた い。
注
(1)A・ メイサー:熊 崎実訳『世界の森林資源』118頁1992年(GlobalForestResourcesAlexander・S・Mather
1990)
(2)日 本林業調査会編,『 諸外国の森林 ・林業一持続的な管理に向けた世界の取 り組み一』8頁1999年3
,月
2,古 代地中海における森林伐採
1)レ バ ノン杉 は船の帆柱 に
森林に斧 を最初 に入れ た時 に文 明が始 まったが,森 が消えた時に文明 も消滅す る といわれ る。
エジプ ト文明,メ ソポ タ ミア文明,黄 河 文明に して も植林 技術 を持 たなかっただけに,森 林 を再
生で きず に文明 は衰退 した。 プラ トンはギ リシ ャの 山々の斜 面か ら森林 が消えて行 くのを嘆 き,
結 果 と して雨水が 土壌 に貢献 もせず作物 に も家 畜の役 にもたたず海 に流れ込 んで しま うこ とを指
摘 してい る。われわれは文明の十字路 に立つ地 中海世界 に 目を向けてみ よ う。異文化 が混 じり合
う地中海世界は 自然の恵みの 中にあ り,森 林 も人間た ちの努力 と果 て しなく続 く突発的 なできご
との舞台にな った。紀元前2700年 とい う早い時期にエジプ ト人は,地 中海 で艦隊 を編成す る際,
レバ ノンの ヒマ ラヤ杉 を用いた。エ ジプ トには造船用 の材木は なか ったか らだ。2・3世 紀後,ア
ッカ ド国王サル ゴン一世は,メ ソポ タ ミアで船 の建造 のた め レバ ノン杉 をユ ーフラテ ィス川に浮
か べて送 っていた。 フエニ キャ人は レバ ノン杉 で船 を建造 し地中海 沿岸 で貿易業者 にな った ω。
L・ブ レンタノLujoBrentanoに よる と,古 代バ ビロニア民族 ・ア ッシ リア民族 ・フェニ キや民
族 では資本主義的経済組織が存在 していた,と い う。紀元前3000年 の初頭以来,一 一般的 な商業
取 引や,公 益取引が行われ,ア ッシ リア人の木材が海上で また陸路 で多 く輸送 されて いた。 フェ
ニ キア人の商業活動が著 しい ものが あった。 フェニ キア人 は世界最初の海洋商業の国民で ある。
木材,オ リーブ油,ブ ドウ酒な どを輸出 し,エ ジプ トか らは金や金細工,パ ピル スな どを持ち帰
った。 フ ェニ キアの特産品には高貴 な色 とされ た赤紫の染料,ガ ラス,レ バ ノン杉,ブ ドウ酒,
オ リーブ油な どがあった。 フェニ キアとい う地墨は ギ リシャ語 で赤紫 を意味 した。 フェニ キアの
名 は,エ ジプ ト人が彼 らを,フ エ ンク(造 船者)と よんだ ことか ら由来 して いる。
フェニキアは,レ バ ノン山脈か ら地 中海 までの細長 い地形で あ り,沃 野は少 なく海岸は 良好 と
な る条件 をそなえていた。しか も レバ ノン山か ら杉の良材が得 られ る とい う地理的条件によって,
フェニキア人は,早 くか ら海 上貿易業者 とな り,や か て東部地 中海の女王 となったの である。 レ
バ ノン山脈 とア ンテ ィ=レ バ ノン山脈の尾根 沿いには,モ ミ,杉,そ の他毬果植物の よ うな頑丈
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な木が成長 し,こ の うち一番大 きく有名なの が レ'バノ ン杉 で:ある。 それ らが堂々 としていて,頑
丈で,耐 久力があ り,ま た彫刻に適 して いる。 フェニキア人に とって,願 って もない造船 用の最
良の木材であ った。 レバ ノンス ギは,ス ギ とい う名前 がついているが,マ ツの仲間の針葉樹であ
る。表層土壌の発育の悪い岩礁地で,海 抜1000メ ー トル 以上の乾燥 した ところでわずか に生息
す る。ま っす ぐで30メ ー トル以上 にな り,材 質 は硬 く,腐 りに くい。 船の材 料 とかマス トに最
適で あった ②。
中東で は,や ぶ状態 の地域や まば らに木 立のあ る土地を森林 とい ってい る。 本来の森林 は,船
舶の建造 とか ガラス ・陶器業 な どの需要 に伴 って喪失 して しま った。古代ではあれほ どに も名を
はせ た レバ ノンのシーダーの森林 も同様 で,ラ ムセスD世(前13世 紀のエ ジプ ト王)以 来,ロ
ーマ人 ,ア ラブ人,ト ル コ人な どあいついで この国に入 り込んで きた征服者た ちによって乱伐の
憂 き 目にあったのである ③。
2)造 船,ヤ ギとヒツジとローマ風呂
「骨ばかりで,十 分に肉がついていない」といわれるほど地中海における森林の伐採が大規模
にな りはじめたのはポエニ戦争のころからである ω。ポエニ戦争の原因は,主 に船舶建造であっ
た。 これはローマを都市国家から世界帝国へと変貌させたもので,カ ルタゴとの戦争であり,ポ
エニとはラテン語でフェニキア人の意味である。第一次戦争は(前264～241年)ロ ーマ海軍が
圧勝 した。第二次は(前218～201年),カ ルタゴのハンニバルは四万の兵力 と象をつれて陸路ア
ルプスの山々を越 えて,ロ ーマ軍を壊滅的に攻略 した。後にローマ軍に破れ,カ ルタゴは船の建
造に対してローマの許可を必要とした。 しか し第三次ポエニ戦争(前149～146年)は カルタゴ
の通商繁栄の回復に対 しローマは条約違反を理由に攻撃 した。 この頃から船舶建造のための森林
伐採が大規模になったのである(5)。
一方でブイ レンツエや トレドやコンスタンチノープルのガラス器,鉄 器などの職人はその製造
に木材,木 炭を必要 とした。ギリシャ ・ローマ時代には,森 林台帳を作成 しており当時の多くの
著作からわかるように,ま だ多くの森林が残っていたが,や がて森林は伐採から破壊へと進む。
地中海の森林破壊は,様 々な仕方でなされた。開墾は何千年にもわたってつづいた。ヒツジとヤ
ギの放牧地を拡大するのにも火が用いられた。L]焼 きは耕作地や果樹園やブ ドウ園を増やすため
に大いに用いられた。だが山火事が しば しば乾季に偶発的に発生した。ホメロスは言 う,「乾き切
った山腹では恐ろしい炎が荒れ狂い深い森が燃 えている。風で炎が四方に渦巻いている」 と〔6)。
牧畜が人間社会に及ぼした影響は大きい。牧畜のもたらしたものは,単 に家畜の乳や肉が私た
ちの食卓を豊かにしてくれ るという即物的なレベルにとどまらず,観 念的な思考の世界にまで及
んでいる。キリス ト教がヒツジ牧畜を,イ スラム教がラクダ牧畜を基盤にその文化面を形成 して
きた。牧畜は,文 明の歴史的展開に大きくかかわってきた。ローマ人の征服は,森 林の徹底的な
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収奪をもたらした。軍備上の木材加工技術は弓,矢,飛 び道具,盾,石 弓,車 輪,船 舶製造など
がある。さらにブ ドウの支柱や酒樽の製造そ して鉄工所,ガ ラス製造所,ロ ーマ共同浴場の燃料
として,ま た都市と橋の建設などである。木材運搬人組合や屋根屋組合の同業組合が数多く組織
されている。ローマ人は,日 本人と同 じで風呂好きであった。紀元前一世紀にはローマの発展と
共に浴場施設も一般化 した。サウナ式では摂氏70度 近くに熱せ られたので大量の薪が必要であ
った。ティヴェル川の上流にあるエ トル リア ・ラティウム地方から大量の木材がローマへ運ばれ
た。 レンガをつなげる石灰作 りにも薪が必要であった。ローマ人の征服はローマ周辺から木材の
調達によって森林の徹底的な収奪をもた らし枯渇 していった ω。
森林資源の枯渇によってローマの浴場の経営者はアフリカやスペインからの属州から,木 材を
輸入する必要があった。木材を奪い合ったのが銀の精練業者であった。スペインは銀の一大産地
であった。その銀の精練にも大量の木材が燃料として消費された。ヴェネチア,ジ ェノバの商船
隊や ビザンツ帝国,ス ペイン,ポ ル トガルの海軍は,造 船のため木材を森林に求めた。木材の欠
乏とその結果としての木材の高騰が16世 紀から17世 紀にいたっている。 ヴェネチア人はオラン
ダから船を買い入れるようになった始末である(8)。地中海の疎林が急傾斜地にあった。木が斜面
から取り除かれると,土 壌は冬の雨でたちまち洗い流され,山 は植林に適さない岩ばかりのはげ
山になった。そこヘヤギ放牧が加担する。ヤギは起伏の激 しい土地にでもよく適応 し,好 んで柔
らかい若木,若 芽を食 う。 この動物は多分に,地 中海沿岸地域の多くで,森 林破壊を恒久化する
原因になったとも指摘 される(9.。
3)森 林伐採してオリーヴ園に
今 も昔もオ リーブ油が最も重要な生活必需品である。オ リーブは表層土壌の発達の悪い,岩 が
剥き出しになった荒れ地でも成育できる作物である。保水力の低い,乾 燥 した荒れ地でも可能で
ある。ギ リシャのように表層の褐色の森林土壌が失われ,石 灰岩土壌がむき出 しになっていると
ころでもオ リーヴ樹木の成育はできるのだ,,オ リーブは古くか らその実が漬物(ピ クルス),油,
化粧品,そ して剣闘士も戦いの前に体に塗 りつけもし幅広く使われている。オ リーブ油は,貯 蔵
のむずかしいバターの代わりに用いられ,ま たランプを燃や した り,軟 膏や香料を作った り,医
療や儀式用に使われた。果実の柔らかい残 りかすは動物の餌になり,種 は砕いて燃料になった。
地中海地域の重要な作物である。今 日でもスペイン,イ タリア,ギ リシャの三国で世界生産量の
70%を 占めている。
イタリアへ行くと糸杉やオレンジや松などいろいろの樹木をみるが,オ リーヴの老骨の幹が並
んでいる。オ リーヴの木の根から出る若芽は親木を守 り生き残ることを観察 して,命 の再生を示
した。オ リーヴの枝をくわえて戻ってきたハ トは命の再生を意味 し平和の象徴ともなった。オ リ
ーヴは40年 から100年 位が一番よく実る。200年 位の樹木でもかなり実を付けるものである。中
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には700年 か ら1000年 でもカクシャク としているものがあ る(is)。イタ リアでは神聖 な木 と考 え,
これ を伐採 した ものは奴隷 と して船漕 ぎに させ られた り,教 会か ら破門 された りした。オ リーヴ
油製造業は大産業ではないが,そ の実か ら灯油,化 粧油,食 用油等多様な用途が あったので,そ
の育成 に歴 史があ り,森 林伐採か らオ リーヴを植林 し大規模 な園 を造 りあげて きてい る(11J。 ベ
イル ー トの南方 には,世 界最大 といわれ るオ リーブ園が何 キロに も渡 って広が ってい る。 この沿
岸地帯 に多い樹木 と して小 さいカ シ,地 中海 のマ ツ,ブ ナ,ク ワがあ ったが,オ リーヴに代 わっ
て伐採 され廃れて しま った。 世界のオ リーブ生産の大半 を占め るギ リシャ,イ タ リア,ス ペイン
な どの地 中海諸国は,肉,魚,野 菜な どオ リーブ油 をぎらぎらす る程 に消費 し,地 中海 では不可
欠な味 にな っている(12;。
地 中海の沿岸 地域 は,か って常緑広葉樹 に潅木 と草が混 じっていた。 この植 物は夏の著 しい乾
燥に耐 える能力を備 えた ものであった。 大部分 は硬 葉植物 であ り,厚 い葉 と樹 皮 といった異常に
発達 した保護組織 を持 って蒸発 を遅 らせ る機能 を もってい る。深 い裂け 目のあ るコルクガシ,硬
い皮の よ うなオ リーブの葉,イ トスギ,ク リ,サ ル スベ リな ど硬 葉植 物である。 地中海 沿岸 地方
の森 林は硬葉樹 林が典型 的な ものである。や がて中世になって,キ プ ロス とかマディラ島では急
激に森 林資源が伐採 され る ことになるのが,キ プ ロス とかマディ ラ島では この島を砂糖 の島に変
えてい くため,急 激 に森林 資源 が伐採 され る ことになる。 地元の農 民は加 工に必要な水,エ ネル
ギ ー源 とな る薪 も森林 か ら得 る ことができたために,巨 大砂糖 プ ランテー ションをつ くるにいた
るのであ る。
木製の容器や樽類 を製造す る技術 は,中 央 ヨー ロッパ 固有の ものであった。 実際 ローマ人は,
アルプスのケル ト族 か ら大桶や樽 を作 る技術 を学んだ。 中世 の間に,桶 や樽 の製造は長足 の進歩
を とげ,古 典文明において非 常に一般 的であった陶器 の器 は,農 産物 や ビール お よびブ ドウ酒業
において木製の樽 に代 わった。 なお コル クガシは,古 くか ら地中海 地域 の重要な作物 であった。
今 日も地中海地域 に限定 され ている。 ポル トガル を トップに してスペ インのカ タロニア地方,イ
タ リアで多 く採れ る。 コル クガシは樹齢15～20年 で幹 の皮 を剥 ぐことができ るよ うにな り,コ
ル クの生産 が可能 になる。以 降8～10年 おきに この作 業が行 われ る。や がて コロンブス,ヴ ァ
ス コダマ,マ ゼ ランな ど15世 紀 末の海洋 大探険 のおかげで,い わゆ る南洋材 の黒檀,紫 檀,マ
ホガニ ー,チ ーク材な どの貴重材で作 った手箱が出回 って きた。それまでは西欧の指物師たちは,
クル ミ材,ナ ラ材,そ の他 の果樹 σ)材を好 んで使 っていたが,外 国産 の家具は,事 実上存在 しな
かった。十 六世紀 になってか ら,オ ランダ人や ポル トガル人 によって,イ ン ド諸国産,ブ ラ ジル
産 の木 材が普及 して きたのであ る(13)。 略奪伐採 の背景に は林木 を育成 す る精神 は とても見出 し
がたいのである。
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(1)L・ ブ レン タ ノ:舟 越 康 壽 訳 『欧 羅 巴古 代経 済 史 概 説 』17頁 日本 評 論 社1944年(L再oBrentanoDas
WirtschaftlebenderantikenWelt,1929)
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3,中 世の森林事情 と大航海時代の幕開け
1)大 航海時代と造船による伐採
1492年,ス ペインのイサベ ラ女王の援助でコロンブスはアメリカを発見 した。ヴァスコ ・ダガ
マは喜望峰を迂回してイン ドのカルカッタに到着 し,マ ゼランは世界一周を成 し遂げた。ポル ト
ガルは東洋に,ス ペインは西方ヘアメリカ大陸に行 きインカ帝国を倒した。海外へ向か う船舶の
造船 と南洋材の調達は急激にはじまる。中世と近代の初期までは造船において木材が大きな役割
を演 じた。ギリシャ,ロ ーマ時代 と同様に,造 船における大きな木材需要は,例 えば十五世紀以
来シュバルツヴァル トから二一ダーラインまで行なわれた 「Hollanderholz」オランダ仕向け材の水
上輸送があげられる。木材は中世から十八世紀まで多方面に使用された材料であった。この時代
をゾンバル トW・Sombartは,近 代技術にさきだちすべての技術の原料上の中心は木材である,(1)
という。
イタリアは,周 辺が木材を調達できる森林に囲まれていたこともあ り,こ の事情から造船活動
が活発でジェノアや ヴェネチアが大きな港に発展 した。やがてルネッサンスの繁栄の蔭で伐採が
激 しく続き,フ ユナラの森林が消滅 し,ク ワ林とク リ林となって森林が藪に変わって しまった。
また羊の飼育が盛んになったことから樹木も若芽の うちから餌になって しまった。ユーゴスラヴ
ィアから木材を補給 し,ま た大森林を発見するためにバルカン半島の奥のダルマチアへと捜し求
めたのである ②。大航海時代の担い手であったスペイン,ポ ル トガル,オ ランダは,ま こと一世
紀内外でみな没落している。それはなぜか,海洋への進出によって国土の保全や農業が忘れられ,
森林は船を造るために乱伐 され,ま た,物 資と人材は消耗 されて しまい,近 代化の知的推進力も
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失 われ て しま うこ とになった,か らである(3)。
1600年 「イ ギ リス東イ ン ド会社」 を法人 と認め る特許状が,エ リザベ ス女王か ら下付 された。
この会社は,個 別航海の時代 といわれ,一 航海 ごとに資金 を集 め,ア ジアにでかけて行 った船が
積荷 を積ん で帰国 した後,そ の輸入品 またはその輸入品販売代金 を,投 資額 に比例 して株主に分
割す る,と い う方法で一航海 ごとに元本 も収益 も含 めた ものがすべ て株主 に分配 されたわ けであ
る。 ここに会 計単位 としての 「一航海は一企業」 との認識 があ った。イ ギ リスに次 いで,1602年
にオ ランダと,二 つ 目の 「東イ ン ド会社」が設立 された。その 目的は貿易 ・商業取 引で,当 時の
イ ギ リスで生産 された毛織物 を売 り込む ことに あった。オ ランダは,十 六世紀末に は事実上スペ
イ ンか らの独立 を達成 し,積 極 的に海外貿易に乗 り出 した。た ちま ちの うちにア ジアとの貿易会
社だけで14社 も生れ,共 倒れ の危険 が生 じたので1602年 各社が統一 され連合東イ ン ド会社(VOC)
を結成 した。 これに よりオランダは香料 貿易の独 占に成功 したのであ る。
大航海 時代はイ ン ドやアジアか らの香 辛料そ して南洋材 等の新規輸送ル ー トの開拓の時代 とも
な り,森 林の略奪に突 き進 んで行 く(4)。1500年 頃の世界は,近 東か らオスマ ン トル コ,ペ ルシャ
帝国,ム ガール帝 国そ して中国の明,そ の何れ を とって も全 ヨー ロッパ よ り強大であった。 肉食
の ヨー ロッパ人が必要 とした胡椒 な どの香辛料,ま た とくに染 料にす る紫貝,絹,煙 草,茶 など
が交易品 となった。や がて熱帯 多雨林 で産 出 され る貴重 な材木 として高級家 具に利 用 され てきて
いるコクタン(黒 檀),ビ ャクダ ン(白 檀),シ タン(紫 檀),マ ホガニ ー,チ ーク材 な ど,日 本で
は遣唐使 の時代 に入 ってきたので唐木材 といっているが,熱 帯産 の木材 が ヨー ロッパに輸送 され
た。とくにラワンはイ ン ドネ シア,ボ ルネオ等で伐採 されたが,船 舶や車両の内装に使われた(5)。
ラワン材 は1haに 数本 しかな くそ のた め付近一帯が なぎ倒 され るのである。
イ ギ リスの船材探 しで,オ ークの代用 品 として選 んだチ ーク材 が船 虫に強 く甲板 に最適材であ
った。肌 ざわ りが 良く,樹 脂や木の タールが多 く含 まれ,芳 香 もよ く腐食 も しにくい銘木 であ る
(6)。ビャクダン といえば優雅で快い香 りのため,裕 福な中国 人はお棺の材 と して古 く使 っていた。
唐木材の ビャクダンは,そ の樹木の成長 はきわ めて遅 いが,香 気 をいつ までも漂 わせ るこ とか ら
仏像や扇子に よく使われ る。今 では ビャクダンはアジアの森 か らほ とん ど消えてい る。シタンは,
英語名で ローズウッ ドといい高級家具の座卓,仏 壇,算 盤の珠 な どに利用 され る。 コクタンは,
質が堅 く高級家具,仏 壇,木 製のT定 規や三角定規,心 をなごませ る ピアノの鍵盤や木管楽器 の
クラ リネ ッ ト,ヴ ァイオ リンの一部な ど高級品に使われて いる。それ はコクタンの成長が大変に
遅 く,直 系が18セ ンチ にな るまで200年 要す るか らである。 タガヤサ ン(鉄 刃木)は 材質は硬
いので心材が黒色で床 柱に よく使 われてい る。
イギ リス人は十九世紀後半以降か らビャクダンを洗い ざらい伐 り出 していく。だが この ビャク
ダンの木 は成 長が遅い ことで知 られ植 林は成 功 していない状況 にある。 この貴重な木 を求 めて最
初 は フィジーか ら始ま り,続 いてマル ケサス諸島 を三年で裸に して しま った。ついでハ ワイに進
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出 し,さ らにメラネシア南西部の島々が対象となる。更にニューカレドニアなどの諸島にはヨー
ロッパ人のビャクダンによる一獲千金の夢を求め過ぎたので,こ の種の樹種は残念だが絶滅 した
といわれる ω。伐採には高額な費用を要するものである。高貴な樹種であっても市場ベースに乗
せられないものは商品価値の乏しい木材 として見捨てられていくのである。
2)三 十年戦争とロン ドン大火の森林破壊
イタリアとフランスにルネサンスをもたらした経済的繁栄は森林資源にも計 り知れない影響を
与えて行 くのだ。16世 紀初頭の宗教改革:以来精神界 ・経済社会に起こったもろもろのことは,そ
の後フランスのユグノー戦争,イ ギリス国教会の成立,そ して ドイツ全土に亙って人々を日常の
労働からその外へ駆り出した農民戦争を招いた。宗教改革から一世紀を経て勃発 した三十年に及
ぶ戦争は悲 しむべき人 口の激減 と森林破壊をもたらした。1618年 のべーメンの反乱から始まり
48年 のウエス トファリア条約の締結によって終結 した。 ドイツでおこなわれた最大の宗教戦争で
ある。 これをヨーロッパの列強,と りわけスウェーデン,フ ランスは自らの政治目的のために利
用 したため,ヨ ーロソバのさまざまな地域での勢力均衡をめぐる抗争へ と拡大し,ヨ ーロッパ全
体を荒廃 させ,と りわけ主舞台となった ドイツにおいて農業が決定的な打撃を受けたのである。
この戦禍によって農業生産は衰弱し,森 林が破壊され,国 力も疲弊し農民のみならず戦禍に巻 き
込まれた全国民が窮乏に陥ったが,も っともみ じめであったのは農民であった。
この三十年戦争でおよそ1200万 人が犠牲になったと言われる(8)。戦争によって森林破壊 も激
しく,当 時のフォルス ト条約は守られることはなく,誤 った森の利用が台頭 し,作 戦の目的で森
の木立全部が伐採された例も多く,軍 隊が行進 したところではどこでも森林が荒廃 した。戦争が
もたらした影響の うち最悪のものは,森 の取扱や育成に関 してそれまでに得られた経験や技術,
さらには森林持続性の概念が失われたことであった。 このことがバネとなって ドイツでは森林に
関す る学問を築き出し,造 林への意欲を引き出すことになった。林業技術史に残るすぐれた施業
技術を発揮 したシュヴァルツヴァル トや森林会計学発祥の地となったチューリンゲンの森を育て
上げることになった(g)。
イギ リスでは船舶建造で森林が荒廃 し,1543年 には森林保護令が公布されたが,ヘ ンリー人世
は,僧院所有林を没収して諸侯や商人に売却 した。エ リザベス一世は林務官を設けて保護 したが,
一方で船舶建造が急速に増えたため森林の危機が増えた。またイギリスは造船材 としてバル ト海
国からマス トの柱を輸入 している。こうした森林の欠乏がイギリス石炭産業の発展 とコークス利
用の冶金技術の発展を促 してきたのである。シェークスピアの生家は,チ ューダー時代の美 しい
木骨組みのデザインで木材が未だ豊富な時代の遺物であるが,17世 紀になると木造家屋からしだ
いに煉瓦や石造 りの家屋へ と移ってゆく。
それを決定的にしたのは1666年 の ロン ドン大火である(lo)。この年九月二 日パン屋か ら出火 し
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た。火は来る日も来る日も音を立てて燃えひろが り,五 日目にやっと炎を抑えることができた。
この火災で一万三千の家と八十七の教会などが焼け落ちた。その前年にはペス トによって五万人
の人が命を落とした。ロン ドン大火では奇跡的にも八人だけの犠牲者で済んだ。この五 日間でロ
ン ドン市の五分四を焼き尽くした。再建には膨大な量の木材の買いあげる必要があったが,イ ギ
リスがオランダと海上戦を交えていたときでもあり,木 材不足でバル ト地域やユーゴスラヴィア
地域からも木材を調達 している(t])。こうした事情がやがて煉瓦と石を大いに使 うようになった。
燃料に石炭を使 うことから部屋の中央の「いろり」から壁際の暖炉と煙突が必要になっていった。
木材不足=燃 料資源不足とい う生活環境に対応 してイギリスは問題の解決へ努力 した。やがて産
業革命が木材に代わる石炭と鉄で特徴づけられ,イ ギリスが世界の工場として君臨させる決定的
な要因となった。
3)森 林の面積は豚の頭数で
中世は大開墾時代でもあった。木材は建築用,手 工の主要原材料の地位 を保っていたが,森 林
そのものは,野 のけものを放牧に利用することによって,食 糧補給とい う本質的な性格 を維持し
ていた。ゲルマン人はすぐれた狩人で,こ の時代の狩猟問題は根本的な重要性 を帯びていた。歴
史的に見て,ヨ ーロッパの森林は,ゲ ルマン人にとって,北 方の耕作地を守るのにも,ス ラブ人
や黄色人種の来襲を防ぐのにも役立った。西方の ドイツでは,ロ ーマ人が開墾を進め,適 地,例
えば,モ ーゼル川流域で,ク リやブ ドウのような南方植物の栽培に力を注いできた。
ゲルマン時代における森林の利用は,薪 材,木 材の採取から家畜の放牧にも及び,利 用の規制,
森林の村落共同体による所有など,人 間同士の経済共同体の形成とともに,自 然からの人間の分
離が制度化 された。.王領地などの森の利用権は森の産物を繰 り返して取 り出す権利,ま たは森の
産物を引き渡す権利である。木材利用権,林 内放牧権,木 の実の飼料利用の権利,落 ち葉利用に
関す る権利,樹 脂の利用に関す る権利 などに区分 されるが,フ ォ レス トヌッツングス レヒト
(Forestnutzungsrecht)林 役権と訳 されることもある。入会権でもあるが,森 の利用権は王や諸
侯のフォレス トに限られていた。封建時代の森林資源の保護には強権が発揮されていた(13)。
ヨーロッパ中世の農村は秋には豚に樫の実(ド ングリ)を 沢山食べさせ,冬 になるとその豚を
食用 とする。12月 の歳時記には豚を小刀で刺 して屠殺 し,塩 漬けの樽に入れる。これか らベーコ
ンやハムを作るのだ。血は皿に受けて脂 と一緒にして黒いソーセージを造る。仕込んだ肉も底を
尽 くころ,謝 肉祭の次の日から復活祭迄46日 間肉を食べてはいけない時期になっている。春に
なるのを待って暮す。貴族が冬の間森に入って狩 りをす る。 とくに ミズナラの ドングリで育った
豚のハムは,し っかりした風味となったので好まれた。ブナの実で飼育された豚のハムは魚油の
ような臭みがあった。木の実の飼料は,森 林の木の売却収入よりも大きな収入となった。森 を傷
つけずに農業を活性化 させ,農 民は飼育された豚を売りに出し生活を潤 した。木の実の価値の評
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定は,慎 重に行われた。秋になると森の財政官吏によって検分された。その豊作によって豚を森
に放す数が決め られたか らである。1434年 シュバイアー司教座の木の実飼料条例では6000ヘ ク
タールの森で豚20,000頭 を養える,と された(13)。
イギ リスでは1066年 ノルマン人の征服があった。以降ウィ リアム征服王は,効 率的な管理機
構を組織 し,ド ームズデイ ・ブックとして知 られる土地台帳を作成 して最初の詳細な国富調査を
行った。 これは王の所有物と貴族からの寄付,支 出の明細を記 した。またこれは森林調査でもあ
り,所 得税の査定でもあった(14)。森林は面積でなく,そ の ドングリやブナの実で養 える豚の頭
数で記録 されている。森林に豚を放す権利 に対して毎年支払 う料金を頭数で表示 した。中東では
豚が姿を消したのは森林破壊 と人口増加のためだといわれる。豚はカシとブナの森で餌をあさっ
て生きられた。それ らの森は,ド ングリ,ブ ナの実,ト リフそのほかの,豊 かな森の恵みだけで
な く,広 い木陰と転げ回る場所をも与えてくれたのだ。だが人口密度が増えるにつれて農耕地が
増大 し,カ シとブナの森は作物,特 にオ リーブを植えるために伐採 され,ブ タの住みか も奪われ
た。西欧におけるキリス ト教社会では豚は血,骨 の髄まで加工されてハムやソーセイジとして食
卓に上る。鳴き声以外はすべて利用できるのだ。ユダヤ教徒や回教徒には食べられない豚である
が,老 いて死ぬことは稀なのである。豚は経済的,イ デオロギー的にも利用され社会的,宗 教的
な事実 として人間社会の文化に深 くかかわっている。現代社会では養豚は工業化されて金属製の
お りの中で水捌けのよいコンクリー トの床で飼われている。かって森林の中で,落 ち葉の中で ド
ングリを餌 としていた豚は牧歌的であったのだが ㈹,そ うした光景を見ることは稀である。
注
(1)W・ ゾ ム バ ル ト;梶 山 力 訳 『高 度 資 本 主 義1』168頁 有 斐 閣1942年(WernerSombartDemoderne
Kapltalismus,3Bde)
(2)H・ シ ュ ライ バ ー:関 楠 生 訳 『ヴ ェネ チ ア 人 』河 出書 房 新 社1985年(DASSCHIFFAUSSTEIN一～bnedig
unddieVenezianerHermannSchreiber1979)
(3)J・ ウエ ス トビ ー:熊 崎 実 訳 『森 と人 間 の 歴 史 』22頁 築 地書 館1990年(IitroductiontoWOR-LD
FORESTRY:PeopleandtheirTreesJ・Westoby1989)
(4)同 書161～164頁
(5)D・ ノル マ ン:猪 股 禮 二 訳 『熱 帯 の 森 林 と木 材』76頁 白水 社1990年(FORETSETBOISTROPICAUX,
DidierNormand)
(6)同 書29頁
(7)J・ ウエ ス トビ～:前 掲 書90頁
(8)F・ シル レル1渡 辺 格 司 訳 『三 十年 戦 史』12～13頁 岩 波 書 店1943年(Geschichtedesdreissigjahregen
Kriegs1790FriedrichSchiler)
(9)K・ バ ーゼ ル:山 縣 光 晶 訳 『森 が語 る ドイ ツ の歴 史 』60～64頁1996年(EinGrundhsfurStudi-umand
Praxis:KarlHASEL1985)
(10)M・ ドヴェ ーズ:猪 股 禮 二 訳 『森 林 の 歴 史 』72頁 白水 社1973年(HISTOIREDESFORETS,MichelDeveze)
(11)J・ パ ー リン:安 田喜 憲 ・鶴 見精 二 訳 『森 と 文明 』66頁 晶 文 社1994年(AFORES刀OURNYTheRoleof
WoodintheDevelopmentofCivilization1989)
(12)K・ バ ー ゼル:上 掲 書,177頁
(13)H・ ゲ ル デ ス;飯 沼 二郎 訳 『ドイ ツ農 民 小 史』43～48頁 未 来社1977年(H・Ge【des.,Geschictederdeutschen
bauerunstande1928)
(14)M・ ドヴェ ーズ:上 掲 書46・72頁
(15)C・Fヴ ァサ ス:宇 京 頼 三 訳 『豚 の 文 化 誌 一ユ ダヤ 人 と キ リス ト教 徒 』312頁 柏 書 房2000年(LABETE
一34一
S正NGULERELeslui藪s,leschretiensetlec㏄hnClau(lineFABRE-VASSAS1994)
4,近 代資本主義経済における節制なき伐採と植林への努力
1)養 蜂業の保護と砂糖による伐採
人間が,適 切に育林する努力によって豊かな森林を守 り,そ れが有用な木材の宝庫 となる。牧
場や果樹園などの農業 目的で開墾され,た とえそれが合理的な伐採 として経済的なレベルに即 し
ていても,有 用材の枯渇に行きつくこともある。森林資源の確保への努力は,森 林がこれまで果
た してきた経済的 ・社会的役割 と同様に重要なのである。森林や緑地は,単 に守ろうという人間
の意識だけでなく,一 度災害が生 じたら,そ の回復は果てしなく長い。森林は生物の集合体であ
り,気 象の変化や外界か らの侵略に対 して無条件に強いわけではない。環境条件の変化に強い多
数の樹種の混成によって成立する森林は強いが,人 為の植林によって成立した単純林は外圧に弱
いものである。
中世の ドイツでは,広 葉樹林を犠牲にして養蜂によるハチミツの甘味とハチミツ蝋のための針
葉樹を優遇 した。針葉樹林の中で利益源泉を作 り上げたのは養蜂である。そのため天然の広葉樹
林から針葉樹林へ組織的な造林が始まってくるめである。 ヨーロッパに砂糖が大量に入ってくる
前は,ハ チミツとロウソクをつくるため修道院で飼育 された養蜂の果たした役割は大きい。ハチ
の規律ある生活が修道僧たちの共同生活の見本 となった。 ドイツでは養蜂官(Zeideler)と いう特
別の林業技術者が設けられて森林保護の一面を権力下においていた ω。
人間の文化は,そ の大部分が森林を犠牲にして作 られた。長い間,危 険で人を寄せ付けなかっ
た森林は,絶 えず再生する有用物をすこしずつ人間に提供し始めるようになった。かって家畜の
育ての親であった森林は,次 第に住居,道 具,牛 馬の牽引器具,舟,要 塞などの原材料を提供す
るようになった。森林は,生 活必需品のどの面にも無関係ではなくなってきた。農具,大 砲,鉄
門,暖 炉,生 活用品,ナ イフ,ハ サ ミ,機 械な どその用途はさらに広がった。つづ く高炉の発達
は燃料の木炭の需要量を広げ,そ のための森林の伐採が18世 紀の石炭の登場まで続いた。石油,
原子力などの新 しいエネルギー形態が次々に出現する現在にあっても,森 林は人間の生活にかく
べからざる一つの資源貯蔵庫 となっている。
中世末期になると,全 ヨーロッパにおける工業 と建設業の進歩は目覚ましく,新 しい都市,大
伽藍,橋 梁の建設,造 船などがますます発展するが,そ れに伴って鉱業,と くに鉄,塩,銅 やガ
ラス製造業などでますます大量の木材を消費するようになる(2)。原材料 として,ま た燃料 として
の木材利用が伸びる。かって開墾だけが伐採の正当な名 目であったのだが,森 林伐採ははるかに
多様なものとなる(3♪。16世 紀から18世 紀のヨーロッパでは,植 民地で作った作物のうちで富の
形成に最 も重要であったのは,砂 糖であった。サ トウキビの栽培には森林を伐採するだけでなく
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キビから砂糖を生産するのに大量の燃料を必要 とした。1420年 ポル トガル人によって発見された
マディラ島(す なわち木の島)は アフリカの海岸から240キ ロにある。1550年 イギ リス人がこの
島を訪れ,実 にさまざまな種類の樹木が生い茂っている ω,と 記 している。その木の高さはまる
で摩天楼のように林立 している。エンリケ航海王は,島 の資源を利用 してサ トウキビから砂糖を
採る技術の専門家を大陸から呼び寄せ,砂 糖づくりを始めた。ヨーロッパにおける砂糖の需要が
急速に拡大し16世 紀半ば時代以降は砂糖の時代に入 り,や がてサ トウキビの栽培と加工製糖の
ために乱伐地域が拡大 して森林を枯渇させてしまったのである。また1671年 の報告ではバルバ
ドスのすべての樹木が伐採されて砂糖を煮つめる燃料が不足 した,と 記されている。近隣から持
ち込んでもコス ト高になったため,ジ ャマイカ,サ ン ト・ドミンゴへと移 っていったのである(5)。
2)鉄 道の枕木,鉱 山の坑木 ・電柱
十九世紀は林業革命の世紀だともいわれる。1850年 以降は,工 業用燃料 ・家庭用燃料 としての
の木材から石炭へと大幅に交代し始めた。他方,金 属や石を材料にした建築が次第に大きく木造
建築にとってかわるようになった,だ が,鉄 道は木道といわれるほど枕木,車 体,柱 用として,
また電信 も無数の電柱を必要 とした。石炭の発掘作業にも坑木として多く利用され,森 林は交通
網や通信技術の発明の余波を被 り,大 量の木材需要を増長 したのである ⑥。
例えばイ ンドの鉄道は,戦 略的,商 業的な配慮,そ して投資の機会もあって1910年 までには,
32,000マ イル以上の軌道を持つ世界で四番目の鉄道ネ ソトワークを所持することになった。建設
目的から橋や枕木や機関車の燃料のために1850年 の鉄道網の完成まで急 ピッチで莫大な量の樹
木が切 り倒 された。四キロの線路には4912本 の枕木を要 したので,供 給者にとっては造船や建
築よりもうまみがあったのだ(7)。イン ドの森林は疑いなく十九世紀の うちに前例がないほどの変
化にさらされた。農民による農業の拡張,茶 やコーヒーの農園の創出,そ して国家の援助の下で
の商業的林業の発展となってきた。道路や鉄道によって樹木林への接近が可能となり,虫 食:いに
強いチーク,高 貴で香 り高いビャクダンなど市場経済で価格が上昇した。鉄道のための木材需要
はほとんど限りないものになった。鉄道建設のために200万 本以上使われた(8)。伐採の理由とし
て さまざまあるが,極 端な例 としては盗賊や暗殺団.暴 徒,反 乱者をかくまったとい うことで,
せきたてるようにしてなぎ倒 していくこともあった。
森林は科学の発達,発 明の余波を被 り木材の需要の変化は,さ らに拡大するばかりであうた。
電信 ・電話のケーブルに電柱の需要があ り,石 炭産業は杭木として,製 紙関係の製造においては
1850年 代ころから急速に発展 し木材 ・パルプへの需要は乱伐をもたらした。とくに世界の鉄道建
設は世界経済のとてつもない拡張とその加速に走った。資本主義的企業活動に開かれた世界とな
ったのである ⑨。林木から石炭へ熱源の移ろいがめ り,拙 速な帆船が競争から脱落 したが,幹 線
鉄道網は世界の工業都市や都市地帯へ拡張 し,森 林原野を突き抜けて走ったのである。
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3)チ ェーンソーと樹木の成育期間
人手の入 らない天然林の更新の契機は,上 層木が寿命や病虫害で枯れるか,風 で倒れるか,山
火事で消失するかである。 日本では台風が最大の撹乱要因となっている。北米やオース トラリア
では火災や強風である。更新 される場所には種子や稚樹木が適切な光環境の生育空間が与えられ
て,高 い樹木へと成長 して行 く。人的更新は伐採であるが,皆 伐,選 択伐採など森林動態や林業
経営の営利活動 として計画的に行われることになる。森林管理の実際的な技術 とは別に生態学的
な自然植生 も静かに遷移する。 リスが木の実をくわえて根元に埋めている。親元から遠 くへ運ば
れ発芽に適 した深 さに埋められてゆく。 ドングリはマツ林に埋められてマツの庇護のもとに苗木
となって生き残る。森林樹木の遷移は生態的な相互依存にある(10)。自然の状態では生態の競争 一
で期待できるような森林にな らないのであれば,人 工的な植栽によってつまり苗木を植え付ける
ことで更新するが間伐や枝打ちな どの管理が必要である。
林業経営における樹木の生産期間は中部 ヨーロッパでは,60～200年 間である。例えば,ユ ー
カリやポプラが20～30年 と短く,ナ ラ材が長く300年 である(11)。林業経営の基本計画,実 行の
政策は数十年間を要するのである。木材需要の構造的変化を考慮すると,生 産期間の終了する以
前に,経 済的与件 と一致 しなくなる。修正をすることができない。生産の長期性とその対策の適
応の困難性が林業経営の特徴である(12}。経済的要素を考慮 した伐採期 もあるが,林 木 自体の生
理的伐採の時期 もある。枝打ちは節の有無や節の性質を制御 して需要に応 じた良材を生産するた
めである。枝打ちはナタ,オ ノ,カ マ,ノ 戸,ハ サ ミなど近年では自動カンターを使っている。
木の文化を築いてきた 日本では枝打ち技術は世界に抜き出ている。枝打ちはまた森林内に陽の光
を採 り入れ,環 境を改善 して害虫の駆除,森 林火災の防止にもな り,林 内の歩行に見通 しをよく
するのである。
森林が生産 している木材の形での市場財では,そ の需要と供給 との調整は,市 場原理に基づい
て行なわれている。 しか し森林のもた らす 自然環境の便益,ま た公共にもたらす便益については
市場機構に変わる何 らかの機構を持たないという点に問題がある。多角的な森林の機能を生かす
計画は不明瞭である。森林がもた らす社会的評価は曖昧 となっている。人間の歴史の中で森林の
運命を動か してきたのは,変 化する経済組織である。国境を越えた市場価格が交通機関の発達に
乗 じて輸送の短縮,ま た伐採現地での伐倒作業における高性能なチェーンソーや伐倒 と集積の工
程を連続的に行 う自走式機械などがあり,資 源採取の巨大な トラクターなどの形態の近代化であ
る。高性能な作業機械が森林への破壊的インパク トを与え続けている ㈲。
東南アジアは大航海の商業の拡大によって17世 紀ころまではその利点を迅速に生かしてきた。
しかしやがて帝国主義 と資本主義が怒濤のように押 し寄せ森林資源は略奪乱伐に飲み込まれてし
まうのである。南洋材の伐採で育林を積極的に進めるに してもさまざまな困難に遭遇す る。例え
ば利用度が高いラワンは,陰 樹であるからラワンの実が地上に落ちて発芽すると,す くすくと下
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枝 もな く直上 し,高 さ30～40メ ー トルにな る。そ こで初 めて旺盛に枝葉が空間に張 りだ し樹木
の幹 が太 りは じめ る。 陰樹であ るか らま った くの禄 地では育たず,下 草のジ ャングルがあ ってそ
の 中に芽を出 して育ってきたのであ る。 この ラワンの植 林はいまだに成功 していない ㈲ 。
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5,森 林資源の自然増加一樹木の経済的資産価値
1)自 然増加一樹木の資産価値
資本主義経済社会の自由な市場を基盤 として,鉱 山業 ・精練業などの企業体は国の権益を得な
がら資源の利用を積極的に進めて行く。紙 ・パルプ業による原料確保のため伐採も継続 して行な
われた。更に個人主義の潮流と大家族の崩壊から住宅需要も加わって,人 間による利潤のための
森林の破壊は決定付けられた。実利的な森林の経営を目指 して,多 くの自然林は伐採され,気 長
な天然の更新よりも時間短縮の事由によって森林はまさに人工的採取資源へと転化 し,人 間支配
の森林文化が確かなものに近づくのである。森林は木材生産の機能により市場材としての資産価
値を持っている。森林を構成する林木は,そ れ自体として増殖 し,成 長 し生産活動のための手段
となり,生 産物でもある。林木は長期にわた り生産財的なス トックの有形固定資産であるととも
に,販 売可能なフローの棚卸資産の性質を持っている。さらに毎年,成 長を遂げて行くことによ
って生産物としての価値を高め,成 育 した自然増加(Accretion)の 資産 として他の資産 と異なる
特徴を持っている ω。他資源と比べて木材の特徴は再生可能なことである。
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日本では杉の木が一人前に育つには50年 かかる。 ドイツでは杉に相当するカラマツ,ト ウヒ
が一人前になるには150年 かかる。ドイツ営林署はシュバル トバル ト等において非常な長期計画
を立てて植林を実行 している。針葉樹,広 葉樹を計画的に植林する。広葉樹は土を肥やし,針 葉
樹を保護するからである。長期的な取組で実に気が遠 くなる。 ドイツ人の持続的精神,植 林への
意欲,未 来への意志は多くの森林の焼土 と枯渇の体験から出発 したものがある。 ドイツではアカ
マツやブナなど建築用材になる大きさになるまで長いこと伐採 しないでお く。 ドイツでは欝然た
る森が黒々としている。ドイツは用役材型である。森は人間が何の手 も加えずに放置 していては,
美 しい姿にならない。人間理性を介入させて樹木の年令,樹 木の種の間には,実 に微妙なバラン
スをとらなければならない。人間の計画的な管理が必要なのだ。苗木を植えることだけでなく,
天然更新を重んじそのために伐採が基本作業 となる ②。
森林の持つ多様な機能を考え,経 済性を含めた論議が活発である。植林された森林の方が天然
林よりも経営が容易である。選ばれた種子を使 うので,成 長は均一で,木 と木の間隔も規則的で,
産業用の均質な原料が生産できる。計画的な植林の勝利であるといえる。農作物や果樹への施肥
と同 じように森林にも肥料を投入することにもなる。森林のプランテーションは,コ ムギ畑,牧
畜業と同 じく,自 然改造の現れである。樹脂の抽出成分や山菜など貴重な森林資源と考え られて
きた。林産物だけでなく谷川の川魚 小鳥もすべてそ うだ。 しか し環境資源としての視座をもっ
て森林資源を経済性だけで,採 算ベースだけでその保護,育 成 伐採,植 林などを取 り上げるこ
とは極めて難 しい問題である。
わが国の林業と自然保護に関する検討委員会の報告(1988年12月)に よれば,自 然保護の概
念は,「持続可能な発展(SustainableDevelopment)」 の考え方に示されるように 「自然及び自然
資源を賢明にかつ合理的に活用すること」と理解すべきであ り,場 合によっては自然に一切の手
を加えないという考え方も含んだ幅広いものとしてとらえる必要がある。すなわち,「自然保護 と
は豊かな自然を守 り資源を枯渇させることなく高度に活用 し,将 来の世代に引き継いでいくため
に,人 間が行な う自然及び自然資源の管理といえる」としている(3)。
2)森 林資源の保続の会計処理法一恒常在高法
近世のヨーロッパでは,資 本主義経済思想の発達により,林 業の分野でも極端に収益性が重視
され,い わゆる収益主義が主流になった。だが植林体制の将来的意志が不明確なままで伐採一辺
倒であったため,結 果 として森林に著 しい成長衰退が生じ各種の被害を生むに至った。この回復
には自然増加を含めて,更 新方法,樹 種の混交など自然 状態に近づける作業法が必要である。森
林資源にかかわる林業経営の会計上における経営計算において,恒 常在高法を採用し,森 林を実
体資本 として体現する。実体資本の維持をはかって収益 ・費用を規定し,そ の結果を損益計算と
する方法である。林業経営の維持,再 生産可能資源の維持を基軸に据えた環境資源維持の損益計
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算形態である。これは会計学上の棚卸資産の固定在高の理論が適用されたのである ω。これは恒
常在高理論で森林蓄積の実態は更新 されていくが,量 および構成内容は一定不変が前提となって
いる。林業の生産期間の長期性 ・技術等の理由から業績の判定が難 しい面があるが今後の研究が
待たれるのである。
しか し,森 林は後世に引き継がれて成木 し,生 産的機能を果たしていればその成果は確かなも
のとなる。林業経営における資源保護の前提から標準伐採量と標準造林:量とを設定 し,現 実の伐
採 と植栽との量的な差を調整勘定で調整 し,森林資源の実体の維持をはかり損益計算を算定する。
だが,物 量 としての実体資本は維持されず,維 持されたと見倣される実体資本は,貨 幣に還元さ
れた貨幣の中に物量:を潜在させている。物量 としての実体資本の維持 と貨幣としての実体資本の
維持を不明確な形で混在させて しまうのである。恒常量を越える数量の評価については定説はな
い。後入先出法は,恒 常在高法の論理を継承 して恒常在高法か ら生成発展 しているといえる。近
年の環境資源の保続性思考から特に森林資源にかかわる林業経営の会計計算において,恒 常在高
法が適用されている。標準伐採量を基準にして伐採量=成 長量 として実体資本の維持として体現
する。それは再生可能性資源の維持を基軸に見据えた損益計算思考である(5)。
かって森を徹底的に破壊 した ヨーロッパは高い平均蓄積が実現 している。大部分は人工的に育
てられた森である。蓄積が増えたのも伐採量が生長量を下回ったことによる。広大な原生林を持
つ ロシア,カ ナダ,バ ル ト三国などでは寒冷な気候のため樹木の成長が遅い。老齢の樹木の原生
林は純成長率はゼロの森林である。伐採後の植林は旺盛な成長になる。蓄積量の増加がわずかに
進んでいる。日本の人口は世界の人 口の2%で あるが,木 材の取引は金額では世界の40%を 占め
る。木材に市場価格がある以上海外の木材との価格差に影響を受けるのである。国内では苗木の
植付,下 草刈,枝 打ち,裏 切,間 伐などの手入れ,そ れに伐採 と運搬である。外国産購入では運
搬だけで済むので安く買い入れることになる。営利 追求の科学 と技術の進歩に巨大化 した生産力
は質よりも量を求めて押 し進めてきている。環境破壊を生み出 してきた資本主義の体制の中で「植
林」の視点から,将 来生まれ出つる人々に用益を享受できるような幾つかの例示を出すべきであ
ろ う,破 壊に対抗できる要素があるかもしれない。今とみにそれが待望されている。
注
(1)拙 稿,『 自然増 加 の資 産 価 値 と収 益 認 識 』 奥州 大 学 紀 要 第8巻2号26～27頁1976年
(2)K・ バ ーゼ ル:山 縣 光 晶 訳 『森 が語 る ドイ ツ の歴 史』252頁 築地 書館1996年(EinGrundrisfurStudium
undPraxis:KarlHASEL1985)
(3)日 本 林 業調 査 会 編 『諸 外 国 の 森 林 ・林 業 一 持続 的 な森 林 管 理 に 向 け た 世 界 の 取 り組 み』8～9頁1999
年 一
(4)E・ シ ュマ ー レン バ ッハ:土 岐 政 蔵 訳 『動 的 貸 借 対 照 表 』253頁 森 山書 店(E.Sschmalenbach.,Dynamische
Bilanz1938)
(5)井 上 由 扶 監修 『林 業 会 計 』99～100頁 地 球 社1975年
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6,お わ りに
歴史の父 と称されたヘ ロドトスの 「歴史」によると,古 代地中海沿岸における国々は海戦そし
造船,征 服,鎮 圧など絶え間ない非道な惨禍を叙述 している ω。またアッリアノスの 「アレクサ
ン ドロス大王東征記1で も同 じく悲惨な海戦が織 り込まれて,地 中海沿岸の森林資源が枯渇して
行く様が読みとれる ②。プラ トンはギリシャの山々の斜面から森林が消えてゆくのを嘆き,森 林
伐採の影響をよく知っていた。森林が誰の土地でもなかったころ,森 林は 自由財であったのだ。
それが近くから得られなくなって人は木材を探 しに遠 くへ出かけた。古代エジプ トのファラオは,
レバノンから杉を,シ リアから糸杉を入れていた。その伐採 と運搬の主たる役 目のフェニキア人
が営利 を得んとする資本主義的な努力によって営まれていた,と ブ レンタノは指摘 している(3)。
西欧では,さ まざまな意味で中世と近世 とは本質的に対峙する。近世の文化は 「我の自覚」に
よるといわれ,哲 学においてはデカル トに始まる。「我思 う,ゆ えに我われあり」は人間中心の思
想である。宗教において自我は新教に発し,経 済においては資本制度に現れてきている。 キリス
ト教では人が自然の上位にあり,人 は自然を征服支配 してもよいとい う思想があり,そ の意味で
は遊牧,狩 猟,牧 畜の使役など生活に適合 した宗教である。 このことが自然破壊という負の遺産
を絶えず引きずる運命になってしまった。
ルネ ッサンスそして大航海時代の到来 と共に,株 式会社制度の中で資本主義経済の実体を携え
て企業組織体は,収 益性や生産性,そ れを支えに企業は行動するが,森 林資源の枯渇を深刻に受
け止めてはいない ω。大量生産そして大量消費は将来にわたりまだ続 くであろう。環境破壊,資
源枯渇の負の遺産は増大 して行 く。森林資源 という一面をみても資本主義 とい う体制の中でこの
破壊,減 少,枯 渇を止めるようにすることができなければならない。少なくとも林業経営とい う
個別経済組織体の中で資源の恒常を考えたいのである。そのための森林蓄積の内容は,伐 採され
た り,植 林 した りして更新されていくが蓄積量は不変である,と いう考え方である。これは会計
学上の棚卸資産の固定在高の理論が適用される。恒常在高 として確定された一定の資産部分は,
損益計算上中和化されてお り,損 益には無関係である。その意味では,林 業損益計算を恒常在高
理論によって展開することは,決 算ごとに林木蓄積の棚卸評価を行 うことが,実 際上きわめて困
難な事実に照らして合理的といえる.
樹木の生産物である木材は生物材料特有の繊細さと合理的な構造を持ち,軽 くて強靭で加工し
やすく,そ れ故に人間生活の必須の材料として利用されてきた。その材料は不要になっても種々
の形で再利用され,最 後には,熱 エネルギ・一や肥料,飼 料として利用 され再び森の樹木によって
木材に再生される。従来支配的な西欧的自然観に対 し,山 川草木悉 く皆成仏 という仏教観から森
林資源には比較的調和的である日本に対峙するものではないが,非 西欧的 自然観をあらためて顧
みることが求められるようだ。それは持続する森林資源の保続方式の確立に向けてである。 ドイ
ツ人は森を歩くことを何ものにもかえがたい喜びとする。公有林でも,私 有林でも徒歩の森歩き
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の人には立入禁止がない。また多 くの国々で樹木を神々と見なしている⑤。深々とした森の中で,
誰 しもが樹々の若葉の間か ら青空を見つめたとき,あ るいは,ま た板材に触れて工作作業をして
いるとき,そ して木の香 りを感 じたとき,人 は誰しもが喜びを見出すものである。そうした喜び
をぜひ次代にも伝 えたいものである。
注
(1)ヘ ロ ド トス:松 平 千 秋 訳 『歴 史』岩 波 文 庫(中)1989年(C・Hude:HerodotiHistoriae,2volsOxfordClassical
τセxs)
(2)ア ッ リア ノス:大 牟 田 章 訳 『ア レ クサ ン ドロス大 王 東征 記 上』 岩 波 文 庫2002年
(3)L・ ブ レン タ ノ:舟 越 康 壽訳 『欧 羅 巴 古 代経 済 史概 説 』20～21頁 日本 評 論 社:1944年(DasWirts-
chaftlebenderantikenWelt,1929)
(4)J・ ウエ ス トビー:熊 崎 実 訳 『森 と人 間 の 歴 史 』4頁 築 地 書館1990年(litroductiontoWORLDFORESTRY
PeoPleandtheirτfeesJWestoby1989)
(5)」 ・プ ロス:藤 井 史郎 他 訳 『世 界樹 木神 話 』257頁 八 坂 書房1995年(MythologiedesarbresbyJacques
Brosse1989>
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